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アルパイン断層掘削計画の概要とその成果速報
Deep Fault Drilling Project -Alpine Fault
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ニュージランド南島におけるアルパイン断層は地球上における巨大な活断層の 1つであり，約 200-400年ごとにマグ
ニチュード 7.9レベルの地震を繰り返し引き起こしている．現在，この断層にて Deep Fault Drilling Project - Alpine Fault
(DFDP-AF)と呼ばれる断層掘削プロジェクトが進行している．掘削深度 150mまでのパイロットホール（DFDP-1）は
2011月 2月にすでに完了しており，2012年 2月現在の状況では，ICDPのプログラムとして 1500mまで掘削するDFDP-2
が進行中である．本掘削計画の主目的は，地震発生機構や地震時の挙動，断層帯の深度方向への延性-脆性遷移のメカニ
ズム，断層の活動に伴う造山運動などを理解することである．本発表では，現在までの掘削状況を紹介するとともに，日
本チームとして進めている研究内容の速報を紹介したい．
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